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個別事業調書の変更点

①「事業の目的、目指す効果」を「事業が目指す地域の未来像」に変更

調書の作成対象事業（作成課）によっては、福祉の観点から行われるものばかりでは

ないため、これまでは事業自体の結果を記載されるケースが見られました。

「地域の未来像」を問うことにより事業が地域や住民へ与える影響について言及され、

「地域福祉の推進」という観点に結びつくことを狙いとしています。

②事業実施結果の記載欄を「定量的なもの」「定性的なもの」に分割

数量的な評価が困難な事業もあること、また事業が実施できた／できなかっただけで

なくプロセスも評価の対象としたいことから、評価の観点を細分化して明示しました。

③「担当課による事業の評価」を「今後の課題、展望」に変更

担当者の感想や事業自体の評価ではなく、地域福祉の観点からどのような課題や展望

が考えられるのかを引き出すため、質問方法を見直しました。

これに伴い、「今後の展望（継続、内容見直し、終了、その他）」のチェックボックス

を削除しました。

④「目標の達成度」を新設

10段階の数値評価を新たな項目として設けました。
事業の結果や成果を採点する目的ではなく、５年間の計画期間において、現時点で「事

業が目指す地域の未来像」の実現に対しどの程度の進捗状況であるのか、事業担当課に

よる自己評価を行うこととします。

登山をイメージしており、「事業が目指す地域の未来像」を頂上とした場合に、今年

度は何合目に到達できたかという問いかけ方をすることで、評価の感覚をつかんでいた

だこうと考え、10段階評価としています。


